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住宅用情報複合ケーブル住宅用情報複合ケーブル

種類・構造

在来工法との比較

複数の情報ケーブル(電話/LAN/TV)を１本のケーブルで簡単に布設できます。

■在来工法A・・・CD管φ22に同軸、LAN、電話ケーブルを通線
■在来工法B・・・CD管φ16に電話、LANを通線、同軸は個別

BS
U/V

情報分電盤

マルチメディアコンセント マルチメディアコンセント

マルチメディアコンセント マルチメディアコンセント

光用配管

光用配管

光ケーブル

光
用
配
管

電話回線

CATV

FTTH

情報複合
ケーブル

比率（%）

120

100

80

60

40

20

0
在来工法A 在来工法B 情報複合ケーブル

76

100 101

67

24

79
38

2922

33% 34%

（計算条件）
１,配線長はトータル80[m]　２，工事業者の時間単金は2,000円/H

在来工法と比較して 30%以上のコストダウン
在来工法と比較して 工期50%以上短縮

■１本のケーブルで、電話・TV・LAN複数の情報配線が可能です。
   CD管が不要!!
■LANケーブルはCat5e/Cat6/Cat6Aから選択可能!!
■Cat6A対応：Cat5eの５倍の周波数域帯による高速データ
　通信が可能

■コネクタ加工

工場でのコネクタ加工、ケーブル長の測長、情報盤・情報コンセントの納入など、豊富なオプションでトータルサポートを実現
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情報複合ケーブルを
用いた配線方法

行き先表示ラベル
マークチューブ

RJ-45
モジュラープラグ

F型接栓
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洋室
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1-3 洋室 12.3m

(マークチューブによる行先表示）

施工性が向上


